
＊
【予
告
】
本
年
度

（平
成
２６
年
Ｍ
弟
３８
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２５
日
（土
）
午
後
６
時
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
懇
談
会
は
、
午
後
４
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

‐  |こ
2013年 10月 19日 (土 )「第37回東京旭川会 総会 0懇親会 0懇談会」がハイアッ

ト0リ ージェンシー東京で開催されました。出席者は、来賓を含め140人でした。

【懇
談
会
】
今
年
は
、
午
後
４
時
か
ら
１
時

間
３０
分
間
、
旭
山
動
物
園

・
堀
則
冠
園
長
の

『
旭
山
動
物
園
の
未
来
に
つ
い
て
』
の
講
演

会
を
実
施
。
（詳
細
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
）

【総
会
】
午
後
６
時
、
司
会
を
務
め
る
横
田

茂
副
会
長
の
紹
介
で
、
高
橋
照
美
会
長
が
議

長
と
な
り
、
「平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告

並
び
に
決
算
報
告
の
件
」
尿
バ
計
監
査
報
告
」

「平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算

案
の
件
」
を
西
谷
内
力
世
事
務
局
長
の
説
明

で
つ
つ
が
な
く
終
了
。
大
き
な
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
第
３
号
議
案

「会
長

・
監
事

の
選
任
」
の
中
で
、
植
木
宏
昌
監
事
の
後
任

と
し
て
安
井
規
雄
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【懇
親
会
】
加
藤
桂
子
副
会
長
の
先
導
で
来

賓
が
入
場
。
岩
垂
由
紀
子
幹
事
の
司
会
で
、

満
場
の
拍
手
の
中
で
ご
紹
介
。
高
橋
照
美
会

長
の
挨
拶
の
あ
と
、
西
川
将
人
市
長
か
ら
、

「先
日
初
雪
が
降
り
、
大
雪
山
も
雪
で
覆
わ

れ
ま
し
た
。
ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
に
ナ
イ
タ
ー

設
備
が
で
き
、
６
月
と
８
月
に
公
式
戦
４
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
４
回
の
食
ベ
マ
ル

シ
ェ
に
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
８０
万
人
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
戻
り

始
め
た
サ
ケ
が
今
年
も
徐
々
に
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。
駅
南
の
ガ
ー
デ
ン
、
駅
前
広
場
の

整
備
、

１１
月
の
ク
リ
ス
タ
ル
橋
の
開
通
な
ど
、

皆
様
方
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
に
な
り
ま
す
よ

う
努
力
を
重
ね
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
お
力

添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
宮
本
ひ
と
し
市
議
会
副
議
長
の

「
１１
月
の
ク
リ
ス
タ
ル
橋
の
開
通
で
市
内
の

交
通
が
飛
躍
的
に
便
利
に
な
り
ま
す
。
東
京

旭
川
会
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
旭
川
の
発
展
の
様

子
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
」
と
元
気
に
ご
挨

拶
さ
れ
、
大
き
な
声
で

「乾
杯
！
」。

今
年
も
出
席
会
員
及
び
来
賓
を
地
域
別
に

８
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
し
た
。
出
身
小

・
中

学
校
が
書
か
れ
て
い
る
大
き
な
ネ
ー
ム
カ
ー

ド
が
き
っ
か
け
で
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
昔
話
を
含
め
、
会

員
同
士
の
会
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
３

年
目
と
な
り
ま
す
が
、
徐
々
に
顔
な
じ
み
も

増
え
て
き
た
よ
う
で
、
い
い
シ
ス
テ
ム
と
皆

さ
ん
か
ら
も
評
判
が
い
い
よ
う
で
す
。
グ

ル
ー
プ
別
に
集
合
写
真
も
撮
り
ま
し
た
。

今
年
は
東
京
旭
川
会
の

「若
い
力
」
が
５

名
も
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
負
を
述
べ
、

注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

三
井
尚
美
幹
事
と
木
島
英
人
幹

事
の
新
コ
ン
ビ
に
よ
る
進
行
で
、

「大
抽
選
会
」
が
ス
タ
ー
ト
。

賞
品
も
多
く
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
〇
し
れ
ら
詳
細
は
、

２
～
３
ペ
ー
ジ
を
）

午
後
８
時
、
旭
川
商
工
会
議

所

ｏ
山
下
裕
久
副
会
頭
の
万
歳

三
唱
の
後
、
横
田
副
会
長
が
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ｏ
ゴ
ー
ル

ド
メ
ダ
リ
ス
ト
吉
田
義
勝
さ
ん

か
ら
の
東
京
旭
川
会
へ
の
お
礼

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
さ
れ
、

お
礼
の
辞
と
し
、
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。
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美会長 0西谷内力世副会長兼事務局長 0横田茂副会長 0米陀徳光監事

0安丼規雄新監事

高
橋
照
美

会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
京
旭
川
会
が

目
指
す
も
の

東
京
旭
川
会
は

「
旭
川
出
身
者
ま

た
は
旭
川
に
ゆ
か

り
の
あ
る
者
｝
を

会
員
と
し
て
、
会

員
の
親
睦
の
為
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
、
現
在
５
つ
の
部
会
を

設
置
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
総
会

・

講
演
会
の
企
画

・
運
営
を
担
当
す
る
総

務
部
会
、
会
報

「な
な
か
ま
ど
」
の
発

行
な
ど
広
報
を
担
当
す
る
広
報
部
会
、

ゴ
ル
フ
会
、
散
歩
の
会
な
ど
の
親
睦
行

事
を
担
当
す
る
親
睦
部
会
、
郷
土
訪
問

の
旅
を
は
じ
め
、
旭
川
市
の
関
係
団
体
ハ

協
賛
企
業
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合

会
関
係
を
担
当
す
る
郷
土
部
会
、
会
計

を
担
当
す
る
会
計
部
会
で
す
。
そ
れ
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
事
項
や
各
部

会
の
連
絡
、
調
整
を
担
当
す
る
事
務
局

が
あ
り
ま
す
。
幹
事
の
皆
さ
ん
は
、
そ

れ
ぞ
れ
部
会
に
所
属
し
ヽ
月
に
１
回
の

幹
事
会
に
出
席
し
一て
部
会
活
動
に
関
す

る
打
合
せ
を
行
い
ま
す

‐。　
　
　
　
・　
・

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
幹
事
の
方
々
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
会
社
生
活
、
家
庭
生
活
の

上
で
、
時
間
の
制
約
が
あ

っ
て
、
難
し

い
、
特
に
若
い
世
代
で
は
難
し
い
問
題

が
あ
る
の
が
現
状
で
す
「

そ
う
し
た
状
況
の
下
で
昨
年
、
東
京

旭
川
会
の
中
に
若
い
世
代
の
人
達
を
中

心
に
し
た
会
が
で
き
た
こ
と
は
、
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
東
京
旭
川
会

が

―‐‐
、
若
い
世
代
を
含
め
た
広
い
層
の
人

達
を
会
員
と
し
て
、
よ
り
大
き
く
発
展

し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「な
な
か
ま
ど
」
が
、
そ
う
し
た
東
京

旭
川
会
の
活
動
を
告
知
し
て
、
新
し
い

会
員
の
参
加
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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小

ｏ
中
学
校
別
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、

今
回
で
３
回
目
。
小
学
校
名
、
中
学
校
名

を
書
い
た
大
き
な
ネ
ー
ム
カ
ー
ド
で
、
初

参
加
の
方
も
子
供
の
頃
の
共
通
の
話
題
が

見
つ
か
り
よ
か
っ
た
と
、
と
て
も
好
評
で

し
た
。
徐
々
に
顔
な
じ
み
が
で
き
て
き
た

よ
う
で
、
ど
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
も
会
話
が

弾
ん
だ
よ
う
で
す
。
後
半
は
、
自
由
に
交

流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
賓
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
旭
山
動
物
園
の

坂
東
園
長
と
交
流
さ
れ
た
り
、
市
役
所
幹

部
と
話
を
さ
れ
た
り
賑
や
か
で
し
た
。

神
楽
小
、
神
居
小
、
青
雲
小
、
日
章
小
、

神
楽
中
、
神
居
中
、
聖
園
中
。
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
は
奥
山
好
美
幹
事
。
「名

札
で
地
区
名
を
確
認
。
共
通
の
懐
か
し

い
知
人
や
商
店
の
名
前
を
話
題
に
思
い

出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
」

含旭川市が提供してくれた南瓜 。じゃがいもを使つたホ

テルの特別料理に「美味しい」とつい顔がほころびます。

北
鎮
小
、
春
光
小
、
大
有
小
、
大
町

小
、
北
光
小
、
北
星
中
、
六
合
中
、

北
門
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
山

崎
正
之
幹
事
。
「ク寒
く
美
し
き
旭
橋

を
渡
り
富
貴
堂
に
向
う
ク
が
共
通
の

思
い
出
。
ほ
ろ
酔
で
再
会
誓
う
」

↓
旭
川
の
物
産
を
中
心
に
し
た
抽
選

会
は
大
盛
り
上
が
り
。
１
等
賞
は

「優
佳
良
織
」
の
立
派
な
額
が
２
本
。

中
央
小
、
日
章
小
、
常
盤
中
。
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
は
河
原
惟
臣
幹
事
。
「ほ

と
ん
ど
が
常
盤
中
の
同
窓
生
で
、
顔
な

じ
み
が
多
い
。
商
工
会
議
所
副
会
頭
の

山
下
さ
ん
が
来
て
く
れ
、
最
新
旭
川
情

報
も
話
し
て
も
ら
い
よ
か
っ
た
」

東
五
条
小
、
正
和
小
、
明
星
中
。
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
高
木
宏
明
幹
事
。

「明
星
中
学
校
及
び
北
高
の
出
身
者

が
比
較
的
多
い
グ
ル
ー
プ
で
顔
な
じ

み
の
方
も
多
く
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
皆
さ
ん
楽
し
げ
で
し
た
」

懇
親
会
の
様
子

東
京
旭
川
会
の
「若
い
力
」

「ハ
レ
ロ
イ
会
」
っ
て
何
７

肝

格

Ｉ

け
，

皓

哉
氏
が
発
案
ｆ
「熱
ぐ
生
き
る
～
｝
と
い

う
意
味
の
若
手
の
会
で
す
ザ
「旭
川
出
身

の
有
望
な
若
手
を
サ
ポ
一■
卜
．し

，
東
京

旭
川
会
を
私
た
ち
若
手
自
身
が
盛
り
上

げ
て
旭
川
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
結

‐‐成し
ま
し
た
。
日

脚
に
中

・酔
数
一
　

・

挿
籍
菱
菫
」■全なかつ幹‐事になつた4」I田本琴さ

ん●伊藤憲宏さ|ん:大沼健哉|さん
`

元
Ｋ
・１
選
手
で
、
現
在
中
高

一
貫
校
で
保
健
体
育
教
師

安
廣

一哉
さ
ん
（３７
歳
）

「東
京
旭
．川
会
の
皆

‐‐
さ
ん
●
初
め
ま
し
一

一て
■
一観
・‐―――‐光‐‐‐
‐

一
■
一

‐
‐‐‐――安‐‐‐‐一
■
哉
で
す
■
一．一．一一‘
一

つ
度
凍

‐
―
‐
‐京
樋
洲
会
の
Ｊ
掴
旧
Ｉ
な
る
て

軌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

気
が
愛
す
る
旭
川
に
少
し
で
も
プ
ラ
ス
一

に
な
れ
ば
、
嬉
し
一く
思
い
ま‐‐す
♀
Ｋ
Ｉ
●

‐
１‐
一ｔ
い
う

‐‐‐‐格‐欄
較
一の
世
界
一で
い

‐―‐‐‐―ろ‐
い
ろ

一

な
国
の
一選

．手
と
拳
を
交
え
学
ん
だ
こ
と

‐よ‐‐‐■
志
■
気
持
ち
が
本
気
な
ら
‐
‐
目
の
色
‐、‐

一肌

‐の―‐‐‐缶
な
一‐ど―‐‐
に
難
俯
な
ぐ
構
手‐
に
伝‐
わ‐

・る
ん
一

‐‐―
だ‐―

‐
‐‐‐‐ヽ

‐
‐と

い
う
事
一で
す
プ
Л
事
も
一本
．

気
で
向
か
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
１
」

2
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日
新
小
、
大
成
小
、
朝
日
小
、
旭
川

中
、
北
都
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

は
小
松
仁
志
幹
事
。
「
多
士
済
々
。

幅
広
い
世
代
の
旭
川
市
中
心
部
出
身

の
元
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ

・
ガ
ー
ル
が
集

い
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
」

啓
明
小
、
朝
日
小
、
東
町
小
、
光
陽
中
、

東
光
中
、
愛
宕
中
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
は
大
場
孝
仁
幹
事
。
「胴
着
を
着

た
観
光
大
使
の
安
廣
さ
ん
が
場
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
会
話
が
弾
ん
だ
。

懐
か
し
い
昔
話
に
も
花
が
咲
く
」

↑
今
年
は
、
こ
出
席
の
旭
川
観
光
大
使
が
壇
上
へ
。
自

己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
つ
つ
、
抽
選
の
お
手
伝
い
を
。

合開会前に関連記事を拡大した F壁新聞Jを熱心に読む会員。旭山動物園関

連、昨年のテーマ「三姉妹駅」関連、元会長・八木祐四郎さんの碑、金メダ

リスト・吉田義勝さん、東京オリンピック関連記事など盛りだくさん。

↑ほとんどの人がお開きまで残つてくださいました。旭川産「ゆめびりか」

などのお土産をもらつて三コニコ顔で家路に。次回もどうぞお越しください。

東
川
、
東
神
楽
、
当
麻
、
東
鷹
栖
、
愛

別
、
比
布
、
上
川
な
ど
の
旭
川
市
の
周

辺
町
の
方
々
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は

安
丼
規
雄
幹
事
。
「旭
川
市
周
辺
の
町

出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
□
―
カ

ル
な
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
」

↓
旭
川
観
光
大
使
の
北
の
富
士
さ
ん
が
、
お
忙
し
い

中
を
短
い
時
間
で
し
た
が
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。

江
丹
別
、
東
鷹
栖
、
雨
粉
、
富
良
野
、

及
び
道
内
各
地
、
道
外
こ
出
身
者
の

方
々
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
澤
田

研
二
幹
事
。
「西
川
市
長
や
坂
東
園
長

が
加
わ
り
、
旭
川
の
地
元
情
報
や
講

演
の
続
き
に
会
話
が
弾
み
ま
し
た
」

↑空手の「征遠鎮」という型。空手の

型は縁起物でお祭り等で披露します。

↓
初
め
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
自
己
紹
介
―

旭
川
出
身
の
映
画
監
督

・

脚

本

家

　

鈴
木
即二史
さ
ん
露

態

前
作

「あ
る
夜
の
で
き
ご
と
」
（２
０

１

１
年
全
国
も
館
で
公
開
）
の
旭
川

で
の
上
映
会
は
、
地
元
の
同
級
生
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の

上
映
を
き
っ
か
け
に
ス
タ
ー
ト
し
た
旭

川
映
画

「ホ
コ
リ
と
幻
想

（仮
と

は
、

現
在
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
片
岡
公

生
さ
ん
と
共
に
４
月
撮
影
に
向
け
準
備

中
で
す
。
今
後
は
、
主
要
キ
ャ
ス
ト
の

選
定
ヽ
資
金
集
め
、
ロ
ケ
地
の
決
定
ヘ

と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
実
現
に
向
け
て

成
長
を
続
け
て
い
ま
す
旭
川
映
画
、
是

非
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
―

↑「二足の草職ですが、皆さ

んの応援を糧に頑張ります」

3
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鞘
賜
ピ
『旭
山
動
物
園
の
未
来
に
つ
い
て
』

《
主
催
者
側
か
ら
の
お
断
り
》

坂
東
園
長
に
は
約
１
時
間
半
に
わ
た
り
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
を
含
め
、
表
現
上
シ

ン
プ
ル
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
説
明
を
要
フ
ム
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

↑80名 の席がほぼ一杯になりました。全参加者の半分以上が参加した計

算です。大画面で普段見られない写真や映像を見せていただきました。

動
物
と
お
客
さ
ん
の
か
け
橋
に

「た
く
さ
ん
の
方
の
応
援
を
得
て
、
旭
山
動

物
園
も
や
っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
な
と
思
い
ま

す
。
東
京
旭
川
会
の
皆
様
に
は
い
つ
も
応
援

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
た

後
、
　
３０
年
く
ら
い
前
の
閉
園
の
危
機
か
ら
、

５
～
６
年
前
の
ピ
ー
ク
時
、
そ
し
て
現
在
ま

で
の
旭
山
動
物
園
の
苦
労
話
も
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
「私
た
ち
は
素
晴
ら
し
い
動
物

を
飼
育
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
動
物
の
魅
力

を
き
ち
ん
と
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
で
、
動
物

と
お
客
さ
ん
の
か
け
橋
に
な
り
た
い
と
の
思

い
で
今
日
ま
で
来
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
旭
山

動
物
園
の
原
点
で
す
。
『行
動
展
示
』
も
そ

ン
ウ
ー
タ
ン
は
考
え
て
か
ら

行
動
し
ま
す
。
や
っ
て
か
ら

考
え
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
は

ま
っ
た
く
性
格
が
違
い
ま
す
。

そ
れ
は
群
れ
ず
に
単
独
で
行

動
す
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
執
念
深
い
と
い
う
か
、

と
に
か
く
集
中
力
が
あ
る
。

上
半
身
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
強

く
、　
指

１
本
で
１
０
０
ｋｇ
以

上
の
体
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
も

全
く
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
。

す
と
い
動
物
で
す
。
生
活
の

ほ
と
ん
ど
を
森
の
木
の
上
で

す
る
の
で
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

の
よ
う
な
か
け
橋
の
一
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
新
し
い
き
り
ん
舎
・
か
ば

館
も
ぜ
ひ
見
に
来
て
下
さ
い
」
と
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
話
を

し
ま
し
よ
つ

雑
談
っ
ぼ
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
お
も
し

ろ
い
の
で
、
と
貴
重
な
画
像
と
動
画

を
見
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
「ボ
ル
ネ
オ
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
・

を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
も
ま
た

素
晴
ら
し
い
動
物
で
す
が
、
絶
滅
危

惧
種
で
す
。
観
察
す
る
と
本
当
に

お
も
し
ろ
い
。
オ
ラ

ン
は
、
マ
レ
ー
語
で

『森
の
人
』
と
い
う
意

味
で
す
」。

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
繁
殖
に
成
功

「オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
実
は
繁
殖
が
難
し
い

動
物
で
す
が
、
何
と
か
成
功
し
ま
し
た
。
旭

山
動
物
園
の
お
父
さ
ん

（ジ
ャ
ッ
ク
）
と
お

母
さ
ん

（リ
ア
ン
）
の
出
会
い
か
ら
信
頼
し

合
う
ま
で
の
様
子
や
自
分
の
意
思
で
相
手
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
認
め
合
う

姿
は
人
間
が
見
て
い
て
も
す
ご
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」。
そ
し
て
妊
娠
、
出
産
、
生
ま

れ
た
長
女

（モ
モ
）
の
子
育
て
の
悩
み
で
母

親
の
引
き
こ
も
り
や
そ
の
後
の
子
供
教
育
ま

で
一般
に
は
公
開
し
て
い
な
い
観
察
映
像
で
、

含ボルネオ島の熱帯雨林に日本から何かの形で「恩返し」がしたい。この

活動を通じてONGAESHIを世界共通の言葉にしたいものですね。

『恩返しプロジェクト』始動 ONGAESHIを 国際語にしたい

↑上の記事は、2013

物レスキューセンター」の開所について分かりや

すく説明。下の記事は、2013年 7月 11日付の

毎日新聞「ひ と」欄。日本からの「恩返 し」

ONGAESHIを国際語にしたいと語る。ぴつたり

の英語がないんです。ケニアのワンガリ・マータ

イさん (ノ ーベル平和賞受賞)に よつて世界共通

の言葉になつた「もつたいない」MO丁丁AINAI

のようにしたいものですね。    '

ボ
ル
ネ
オ
島
の
熱
帯
雨
林
に
日

本
か
ら

「恩
返
し
」
が
し
た
い

ボ
ル
ネ
オ
島
の
熱
帯
雨
林
は

「豊

か
な
自
然
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の

で
す
が
、
実
際
に
は
森
林
伐
採
、

パ
ー
ム
油
生
産
の
た
め
の
ア
プ
ラ
ヤ

シ
農
園
へ
の
転
換
が
進
み
、
運
搬
す

る
た
め
の
道
路
が
作
ら
れ
、
野
生
動

物
の
生
患
地
が
分
断
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
野
生
動
物
は
す
み
か
を
追

わ
れ
て
い
ま
す
。
熱
帯
雨
林
の
減
少

が
止
ま
ら
な
い
の
で
す
。
ボ
ル
ネ
オ

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
テ
ン
グ
ザ
ル
な

ど
は
絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
距
離
を
置
い
て
暮
ら
す
ボ
ル

ネ
オ
ゾ
ウ
は
時
に
は
農
園
に
迷
い
込

み
、
害
獣
と
し
て
殺
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
貴
重
な
野
生
動
物
の

故
郷
を
何
と
か
守
り
た
い
。

森
林
破
壊
は
い
け
な
い
と
い
う
の

は
簡
単
で
す
が
、

一
方
で
日
本
は

パ
ー
ム
油
を
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
大
量

に
輸
入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
国
民

が
一人
当
た
り
約
１０
ゴ
の
ア
プ
ラ
ヤ

シ
畑
を
も
っ
て
い
る
よ
う
な
計
算
と

な
り
ま
す
。
パ
ー
ム
油
か
ら
は
、
栗

子
、
粉
ミ
ル
ク
、
洗
剤
、
即
席
麺
な

ど
が
作
ら
れ
、
日
本
人
は
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
。
現
実
に
は
、
パ
ー
ム
油
で
日
常
の
生

活
を
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
坂
東
園
長

は

「私
た
ち
が
、
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
奪
っ
た
も

の
を
何
か
形
で
返
せ
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
。

野
生
動
物
の
命
を
預
か
る
動
物
園
に
と
っ
て
、

そ
の
故
郷
を
守
る
こ
と
は
新
し
い
使
命
だ
」

と
語
る
。

＊

マ
レ
ー
シ
ア
・
ボ
ル
ネ
オ
島
北
東
部
の
サ

バ
州
の
サ
バ
州
野
生
生
物
局

（
Ｓ
Ｗ
Ｄ
）
で

は
、
①
生
患
地
を
つ
な
ぐ

「ボ
ル
ネ
オ
緑
の

回
廊
」
は
、
川
の
流
域
に
点
在
す
る
保
護
区

と
保
護
区
の
間
の
土
地

（２
万
ｈａ
）
を
確
保

し
、
野
生
動
物
が
自
由
に
移
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
壮
大
な
事
業
②
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
村
民
か
ら
苦
情
が
出
て
い
る
ゾ
ウ
を
捕
獲

し
て
、
車
で
保
護
区
ま
で
運
び
、
森
に
戻
す

ト
ラ
ン
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
③
野
生
生

物
レ
ス
キ
ュ
ウ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な
ど
の

保
全
政
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。

＊

２
０
１
０
年
２
月
、
旭
川
市
旭
山
動
物
園

と
サ
バ
州
野
生
生
物
局

（Ｓ
Ｗ
Ｄ
）
の

「ボ

ル
ネ
オ
の
生
物
多
様
性
保
全
に
関
す
る
合
意

書
」
の
調
印
式
が
、
西
川
市
長
の
立
会
い
の

下
、
旭
山
動
物
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

二年9月 15日 付の北海

:道新聞記事。旭山動物

園が支援する「野生生
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た

っ
ぶ
り
３。
分
間
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
独
特
の
し
ぐ
さ

や
恋
の
駆
け
引
き
場
面
な
ど
で

「や
っ
ば
り

男
は
背
中
だ
な
～
」
と
坂
東
園
長
が
述
懐
す

る
と
、
会
場
内
に
は
ど
っ
と
共
感
の
笑
い
が

広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
男
が
生
ま
れ

長
女
が
抱
コ
⊂
し
て
子
守
り
を
す
る
様
子
な

ど
た
っ
ぶ
り
映
像
で
説
明
を
受
け
、
出
席
会

員
は
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

「恩
返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動

「動
物
園
は
、
生
き
も
の
を
飼
育
し
て
い
ま

す
、
預
か
っ
て
い
る
命
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
責
任
を
果
た
し
、
恩
返
し
が
で
き
る
か
を

い
ま
模
索
し
て
い
ま
す
」
と
話
を
さ
れ
、
映

像
で

「恩
返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
に
つ

い
て
熱
っ
ぼ
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
吊
り
橋
、
旭
山
動
物
園

が
マ
レ
ー
シ
ア
・
ボ
ル
ネ
オ
島
北
東
部
の
サ

バ
州
の
サ
バ
州
野
生
生
物
局

（
Ｓ
Ｗ
Ｄ
）
に

贈
っ
た
運
搬
用
の
ゾ
ウ
の
檻
、
「野
生
生
物

レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
完
成
の
様
子
な

ど
、
映
像
を
駆
使
し
て
詳
し
く
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
動
物
園
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
（ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
雨
林
及
び

「恩
返

し
」
の
内
容
は
下
記
に
ま
と
め
ま
し
た
）

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
ご
支

持
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
東
京
旭
川
会
の
皆
さ
ん
に
も
ご
支
援
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
の

一
つ
と
し
て

「野
生
生
物
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー
」
が
９

月
１９
日
に
開
所
し
ま
し
た
。
サ
バ
州
野
生
生

物
局
の
職
員
が
農
場
に
迷
い
込
ん
だ
ゾ
ウ
を

捕
獲
し
、
セ
ン
タ
ー
で
一時
保
護
し
な
が
ら

他
の
ゾ
ウ
の
生
患
域
と
重
な
ら
な
い
す
み
か

を
探
し
て
熱
帯
雨
林
に
返
す
事
業
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
は
今
後
、
研
究

所
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
な

ど
他
の
野
生
生
物
保
護
に
も
取
り
組
む
。
旭

山
動
物
園
は
引
き
続
き
技
術
支
援
な
ど
で
事

業
に
協
力
し
て
い
く
方
針
。

＊

坂
東
園
長
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「ボ
ル

ネ
オ
保
全
ト
ラ
ス
ト

（Ｂ
Ｃ
Ｔ
）
・
ジ
ャ

パ
ン
」
の
理
事
と
し
て

「恩
返
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
率
い
て
い
ま
す
。
「恩
返
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
売
り
上
げ
の
一部
が

寄
付
さ
れ
る
専
用
自
動
販
売
機

（キ
リ
ン
ビ

バ
レ
ッ
ジ
の
協
力
）
の
設
置
呼
び
か
け
や
市

民
、
企
業
か
ら
集
ま
っ
た
寄
付
金
や
旭
川
市

か
ら
の
拠
出
金
な
ど
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

旭
川
市
で
は
、
小
学
生
が
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
と
ボ
ル
ネ
オ
の
つ
な
が
り
を
学
ん
で
い

ま
す
の
で

「恩
返
し
」
の
意
味
も
知
っ
て
い

ま
す
。
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
旭
山

動
物
園
に
行
っ
て
、
喉
が
渇
い
た
時
に
こ
の

専
用
自
販
機
で
ジ
ュ
ー
ス
を
１
本
買
え
ば
、

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や
ボ
ル
ネ
オ
ゾ
ウ
を
助
け

る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

「将
来
は
、
旭
川
の
こ
の
子
た
ち
を
ボ
ル
ネ

オ
島
の
現
地
に
連
れ
て
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
坂
東
園
長
は
語
り
ま
す
。

Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
を
世
界
共
通
の
言
葉
に

し
た
い
も
の
で
す
ね
。

↑ボルネオ北東部に生息するボルネオゾウは推定2000頭。い

ま様々な脅威にさらされています。

「き
り
ん
舎
・か
ば
館
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

昨
年
１１
月
２‐
日
ハ
旭
山
動
物
園
に
大
型
施
設

「き

り
ん
舎

・
か
ば
館
」
が
新
た
に
開
園
し
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
テ
レ
ビ
や
新
間
で
ご

覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
Ю

き
り
ん
舎
で
は
―、
２
頭
の
キ
リ
ン
が
長
い
首
を
優
雅
に
揺
ら

し
な
が
ら
走
っ
た
り
、
舌
を
伸
ば
し
て
餌
を
た
べ
た
り
す
る
姿

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
ば
館
で
は
、
高
低
差
が
あ
る
巨
大
な
プ
ー
ル
で
、
カ
バ
が

水
中
を
自
由
に
動
き
変
わ
る
姿
を
、
上
や
下
、
さ
ら
に
横
か
ら

と
さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
カ
バ

は
水
中
で
ふ
ん
尿
を
す
る
た
め
、
水
の
ろ
過
装
置
を
工
夫
す
る

な
ど
、
高
い
技
術
が
結
集
さ
れ
て
い
ま
す
”

百
吉
が
、
吉
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に

ま
だ
２
歳
の
カ
バ
の
百
吉

（も
も
き
ち
）
は
、
好
奇
心
が
旺

盛
で
、
や
ん
ち
ゃ
な
性
格
で
、
お
も
し
ろ
い
。
成
長
が
楽
し
み

で
す
”
今
年
は
馬
年
で
す
が
、
カ
バ
は
漢
字
で

「河
馬
」
と
書

き
ま
す
。
百
吉
の
名
前
の
と
お
り
、
来
園
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
、

た
く
さ
ん
の

「吉
」
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

↑百吉が深い水底に降りてきて、一蹴りで飛

び上がる姿が見られるかもしれません。

→キリンの引つ越しは一番

難しい仕事でしたが、何と

か無事にできました (坂東)。

司
会

（西
谷
内
ア

な
か
な
か
見
る
機
会
の

な
い
映
像
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
詳
し
い
ご

説
明
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
「恩
返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
大
変
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
東
京
旭
川
会
と
し
て
少

し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
ま
し
て
、

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
支
援
募
金
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
の
売
り
上

げ
の
一
部
を
Ｂ
Ｃ
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
に
寄
付
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《報
告
》
本
は
Ю
冊
が
完
売
し
ま
し
た
。
後

日
、
募
金
と
合
わ
せ
、
合
計
５
３
８
５
０
円

を
東
京
旭
川
会
と
し
て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
感
謝
い
た
し
ま
す
。

熙

↑司会進行の西谷内力世副会

長兼事務局長。

含旭川市旭山動物園の監修で作られた F旭 山動物

園ARど うぶつ図鑑:は、定価 :本体 1900円、

東京書籍刊。スマー トフオンをかざして、動物の

映像などを見ることができる初めての本です。



旭
川
市
の

「こ
う
ほ
う
旭
川
市
民
　
あ

さ
ひ
ば
し
」
１
月
号
に

『挑
戦
す
る
子
供

た
ち
』
と
い
う
大
特
集
が
あ
り
ま
し
た
。

目
を
輝
か
せ
て
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ

と
に
熱
中
し
、
努
力
し
て
い
る
子
供
の
姿

は
、
大
人
に
も
勇
気
や
希
望
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
今
回
の
特
集
に
は
、
旭
川
市
の

「若
い
力
」
が
数
多
く
取
材
さ
れ
て
お
り
、

力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
の
で
、

一
部
転
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
東
京
旭
川
会
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「盛
岡
短
歌
甲
子
園
」
で
日
本

一
！

旭
川
駅
構
内
の

〃
石
川
啄
木
歌
碑
像
〃

が
除
幕
さ
れ
た
の
は
、
２
０
１
２
年
４
月

・３
　
日
の
石
川
啄
木
没
後
１
０
０
年
の
ご
命

日
の
日
で
し
た
。
そ
の
翌
年
２
０
１
３
年

８

月
、
啄
木
の
故
郷

・
盛
岡
市
で
開
か
れ

た

「全
国
高
校
生
短
歌
大
会
」
（盛
岡
短
歌

甲
子
園
）
で
全
国
か
ら
出
場
し
た
３６
校
と

競
い
、
見
事
初
優
勝
し
た
の
が

「旭
川
商

業
高
校
　
文
芸
部
」
の
３
人
で
す
。
「先
輩

が
進
出
し
た
ベ
ス
ト
８
ま
で
は
進
み
た
い
」

と
臨
ん
だ
今
回
、　
一
戦
１
戦
順
調
に
勝
ち

進
み
、
短
歌
の
名
門

ｏ
秋
田
高
校
と
の
決

勝
戦
で
１
対
１
の
同
点
の
後
、
最
後
の
１

首
で
優
勝
が
決
定
。
「い
ま
の
自
分
を
、
あ

り
の
ま
ま
に
表
現
し
よ
う
」
と
の
思
い
が

優
勝
へ
導
い
た
。

３

年
生
の
渡
邊
さ
ん
と
山
本
さ
ん
は

「卒
業
後
も
短
歌
を
続
け
る
」
と
き
っ
ぱ
り
。

シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
同
高
は
、
新
３
年

生
の
野
崎
さ
ん
を
含
め
た
新
チ
ー
ム
で
今

年
も
出
場
す
る
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち

選
手
権
大
会
で
準
優
勝

負
け
た
悔
し
さ
を
ば
ね
に
猛
練
習

旭
川
農
業
高
校
の
４
人
。

２
０
１
３
年
４
月
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
全
国
か
ら
１１
校
が
参
加
し

た
大
会
に
初
参
加
で
、
見
事
準
優
勝
。
４

人

一
組
で
工
程
を
分
担
し
、
作
業
の
正
確

さ
や
出
来
上
が
り
の
品
質
を
競
う
。
与
え

ら
れ
た
時
間
は

一
人
１０
分
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が

一
番
大
事
。
心
を
こ
め
て
そ
ば
を
打

ち
な
が
ら
、
改
め
て
食
べ
物
の
大
切
さ
を

実
感
し
た
と
い
う
。
お
め
で
と
う
。

「私
た
ち
の
身
の
回
り
の

環
境
地
図
作
品
展
」
で
最
高
賞

環
境
地
図
教
育
研
究
会
の
主
催
で
、
小

学
～
高
校
生
を
対
象
に
平
成
３
年
か
ら
毎

年
開
催
。
平
成
万
年
の
作
品
展
で
、

３９
校

１
８
１
９
点
の
中
か
ら
、
最
高
賞

（国
土

交
通
省
国
土
地
理
院
長
賞
）
を
受
賞
。
タ

イ
ト
ル
は
、
「オ
サ
ラ
ッ
ペ
川
の
歴
史
と
防

災
」。
大
雨
が
降
る
と
オ
サ
ラ
ッ
ペ
川
は
ど

う
な
る
か
が
研
究
テ
ー
マ
。

北
海
道
教
育
大
学
附
属
旭
川
中
学
校
１
年
生

山
崎
瑚
太
郎
さ
ん

こ
の
ほ
か
に
も

「若
い
力
」
が
い
っ
ば
い

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
で
３
位

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
、

世
界
の
舞
台
で
思
い
っ
き
り
飛
び
た
い
。

旭
川
龍
谷
高
校
２
年
生
　
勢
藤
優
花
さ
ん

＊

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

女
子
自
由
形
２
０
０
ｍ
で
３
位

狙
う
の
は
、
い
つ
で
も

一
番
。

永
山
南
中
学
校
２
年
生
　
高
橋
美
来
さ
ん

＊

全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
３
位

吉
田
沙
保
里
選
手
み
た
い
に
な
り
た
い
。

西
御
料
地
小
学
校
１
年
生
　
神
田
莉
菜
さ
ん

＊

将
棋
日
本
シ
リ
ー
ズ
テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク

こ
ど
も
大
会

（北
海
道
大
会
）
で
優
勝

将
来
の
夢
は
、
姉
弟
で
プ
ロ
棋
士
。

東
五
条
小
学
校
３
年
生
　
村
上
創
音
く
ん

全
道
珠
算
競
技
大
会

小
学
校
４
年
生
以
下
の
部
で
優
勝

頭
の
中
の
そ
ろ
ば
ん
で
、
正
確
に
計
算
。

全
道
か
ら
３
４
０
人
が
参
加
し
た
競
技
大
会
。
う

ち
小
学
校
４
年
生
以
下
の
部
は
８７
人
。

共
栄
小
学
校
４
年
生
　
竹
内
海
晴
く
ん

現
在
そ
ろ
ば
ん
３
段
、
暗
算
８
段
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
９
段

＊

全
道
中
学
軟
式
野
球
大
会
で
優
勝

全
員
野
球
で
勝
ち
取

っ
た
優
勝
。

同
大
会
に
は
２７
チ
‐
ム
が
参
加
。

神
楽
中
学
校
　
軟
式
野
球
部

若
手
の
旭
川
市
出
身
力
士
が
大
相
撲
の

世
界

で
３
人
も
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
の
で
、
「若
い
力
」
と
し
て
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。
早
く
関
取

に
な
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
若
い
う

ち
か
ら
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

☆
し
こ
名

¨
旭
大
星

（き
よ
く
た
い
せ
い
）

☆
部
屋

¨

友
綱
部
屋
　
☆
年
齢

¨
２４
歳
　
☆
戦
績

¨
１
３
７
勝
１

０
６
敗

（３６
場
所
）

☆
１
月
場
所

¨
幕
下
東
２３
枚
目

５
勝
２
敗
　
☆
出
身
高
校

一
旭
川
大
学
高
校
卒
業

（今
回
は
直
接
取
材
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
写
真
は

日
本
相
撲
協
会
か
ら
提
供
）

旭
大
星
は
、
友
綱
部
屋
で
は
上
か
ら
５
番

目
の
力
士
。
先
輩
に
は
最
年
長
優
勝
で
も
有

名
な
旭
天
鵬
関
が
い
る
。
１
月
場
所
で
勝
ち

越
し
。
い
よ
い
よ
幕
下
上
位
で
３
月
大
阪
場

所
を
迎
え
ま
す
。
関
取
に
な
る
日
も
近
い
。

旭
川
出
身
で

「旭
」
が
付
く
の
は
嬉
し
い
。

こ
の
二
人
は

北
の
富
士
さ
ん
の
孫
弟
子
で
す

八
角
親
方
は
第
６．
代
横
綱
の
北
勝
海
さ

ん
。
北
勝
海
さ
ん
の
親
方
は
、
皆
さ
ん
お

な
じ
み
の
旭
川
観
光
大
使
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
相
撲

解
説
者
の
北
の
富
士
さ
ん
で
す
。
で
す
の

で
、
こ
の
若
い
二
人
は
北
の
富
士
さ
ん
の
孫

弟
子
に
当
た
り
ま
す
。
「北
の
富
士
さ
ん
は

部
屋
に
来
ら
れ
る
た
び
に
私
た
ち
に
ま
で

声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
り
が
た
い

で
す
」
と
の
こ
と
。
八
角
部
屋
の
先
輩
に

は
、
前
頭
上
位
の
隠
岐
の
海
関
が
い
ま
す
。

二
人
は
旭
川
市
春
光
台
の
柔
道
道
場
で

一
緒
に
稽
古
を
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。

当
面
の
夢
は

「早
く
関
取
に
な
る
こ
と
で

す
」
と
声
を
そ
ろ
え
る
。
楽
し
み
で
す
。

☆
し
こ
名

一
中
野

（な
か
の
）

☆
年
齢

一
２０
歳
　
☆

出
身
校

一
東
五
条
小
学
校
、
明
星
中
学
校
、
旭
川
龍
谷

高
校
　
☆
１
月
場
所

一
序
二
段
　
西
８７
枚
目
　
２
勝
５

敗

（初
土
俵

¨
２
０
１
２
年
３
月
）

☆
し
こ
名

¨
掛
橋

（
か
け
は
し
）

☆
年
齢

¨
１９
歳

☆
出
身
校

一
北
光
小
学
校
、
春
光
台
中
学
校
、
旭
川
大

学
高
校
　
☆
１
月
場
所

一
三
段
目
　
西
２７
枚
目
　
２
勝

５
敗

（初
土
俵

一
２
０
１
３
年
３
月
）

合「大会」の熾の前で決選

前の記念撮影。左から、渡

遷暉生さん、山本麻依子さ

ん、野崎花純さん。

↑「短歌日本一」の立派な賞を獲得 1左から山

本麻衣子さん、渡遷暉生さん、野崎花純さん。

↑左から「こね。練り」の高橋広希さん、「の

し」の辻村敬介さん、「水回し」の藤中大地さ

ん、「切り」の佐藤斗輝雄さん。前の3人 |ま

「次の人が作業しやすいように」と神経を集中

し4人目の佐藤さんまで万感の思いでつないだ。

↓「自然を観察するの

が楽しいから、将来は

自然に関する仕事をし

たい」と山崎さん。

含鷹栖町の郷土博物館で氾濫の

歴史を調べ、自らの足で綿密に

調査、地図に落とし込んだ秀作。
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旭
川
市
出
身
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手

竹
内
智
香
さ
ん
ツ
チ
五
輪
で
大
活
躍
‥

「大
回
転
」
で
初
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得
！

「旭
川
に
は
年
に
何
度
も
帰
れ
ま
せ
ん
が
、

た
く
さ
ん
の
地
元
の
方
に
応
援
し
て
も
ら
え

て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
良
い
色
の
メ
ダ

ル
を
持
ち
帰
っ
て
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。
結
果
だ
け
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
ど
ん
な
状
況
で
も
平
常
心
で
一

本
一
本
の
滑
り
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
表

彰
台
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
」
と

「あ

さ
ひ
ば
し
」
１
月
号
の
中
で
笑
顔
で
語
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
言
葉
が
見
事
に
実
現
し

ま
し
た
。
竹
内
智
香
さ
ん
、
銀
メ
ダ
ル
獲
得

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

故
八
木
祐
四
郎
さ
ん
の
記
念
碑
除
幕

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）

前
会
長
で
、
長
野
五
輪
の
選
手
団
長
も
務

め
た
故
八
木
祐
四
郎
さ
ん

（
２
０
０
１
年
死

去
）
の
記
念
碑
の
除
幕
式
が
、
八
木
さ
ん

の
十
三
回
忌
に
合
わ
せ
て
、
２
０
１
３
年
９

月

８
日

（日
）、
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
近
く
の
宮
前

公
園
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
奇
し
く
も

「東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」
の
決
定

の
日
。
「日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
と
五
輪
の
懸
け

↓
八
木
さ
ん
は
、
東
京
旭
川
会
の
第
２
代
目
会
長
。
記
念

碑
建
立
に
東
京
旭
川
会
は
幹
事
を
中
心
に
協
力
し
ま
し
た
。

合竹内智香選手の出身

校は、地元の旭川市立

旭川第3小学校、旭川

市立東明中学校です。

橋
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
八
木
さ
ん
が
、
天

国
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
に
呼
び
寄
せ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
喜
び
の
声

が
会
場
で
は
数
多
く
聞
か
れ
た
。

八
木
さ
ん
は
、
１
９
８
６
年
～
２
０
０
１

年
ま
で
の
ち
年
間
東
京
旭
川
会
の
第
２
代
目

の
会
長
と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
２
月
１９
日
に
東
京
旭
川
会
で

バ
ー
サ
ー
ロ
ペ
ッ
ト
の
大
会
を
初
め
て
提
言

し
、
１
９
８
１
年
に

「旭
川
国
際
バ
ー
サ
ー

大
会
」
と
し
て
第
１
回
が
実
現
。
本
年
で
第

３４
回
目
を
迎
え
る
こ
の
大
会
は
八
木
さ
ん
を

抜
き
に
は
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

金
メ
ダ
リ
ス
ト
吉
田
義
勝
さ
ん
か
ら

東
京
旭
川
会
へ
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「皆
さ
ん
の
お
力
が
２
０
２
〇
五
輪
東
京
開

催
と
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
継
続
を
決
定
さ
せ
ま

し
た
―
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

皆
さ
ん
の
署
名
活
動
へ
の
ご
協
力
と
ご
声

援
の
お
蔭
で
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
全
体
に

て

９０
万
通
超
の
署
名
が
集
ま
り
、
そ
れ
が
後

押
し
と
な
っ
て
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京

開
催
と
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
継
続
が
決
定
致

し
ま
し
た
。

旭
川
は
日
本

一
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
数
を
誇

る
都
市
で
あ
り
ま
す
の
で
、
６
年
後
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
今

一
度
旭
川
の
底
力
を
発
揮

す
る
よ
う
に
若
い
人
達
を
応
援
し
て
町
興
し

に
繋
げ
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

旭
川
市
観
光
大
使

吉
田
義
勝

（東
京
旭
川
会
　
幹
事
）

ク
リ
ス
タ
ル
橋
が
開
通

昨
年
１１
月
１
日
、
市
中
心
部
と
神
楽
地

区
を
結
ぶ
ク
リ
ス
タ
ル
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

市
内
中
心
部
と
駅
南
部
の
神
楽
地
区
は
、

忠
別
川
及
び
Ｊ
Ｒ
軌
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
て

＊
東
京
旭
川
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
【東
京
旭
川
会
】
と
検
索
す
る
と
見
ら
れ
ま
す
。
今
後
、 い

ま
し
た
が
、

神
楽
地
区
に
は

「
大
雪
ア
リ
ー

ナ
」
「ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル
」
と
い
っ
た
文
化
施
設
が
多
く
、

橋
の
開
通
に
合
わ
せ
て

「道
の
駅
あ
さ
ひ

か
わ
」
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
中
心
部
か
ら
歩
い
て
行
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
と
で
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

観
光
客
に
も
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

駅
前
広
場
が
７
月
上
旬
に
オ
ー
プ
ン

駅
前
広
場
が
で
き
、
い
よ
い
よ

「北
彩

都
あ
さ
ひ
か
わ
」
の
完
成
期
と
な
り
ま
し

た
。
東
京
旭
川
会
と
し
ま
し
て
も
心
よ
り

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
て

『
郷
土
訪
間
の
旅
』
を

検
討
中
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
一
緒
に
い
か

が
で
す
か
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
要
項
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ
さ
っ
び
―
が
「ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」
で

全
国
３７
位
、
全
道
３
位
に
躍
進
！

皆
さ
ん
お
な
じ
み
の
旭
川
市
の
公
認

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「あ
さ
っ
ぴ
―
」
が
、
昨
年

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
で

１
５
８
０
キ
ャ
ラ
中
の
全
国
３７
位
と
大
躍
進
。

（
ち
な
み
に
、
１
位
は
栃
木
県

ｏ
佐
野
市
の

ラ
ー
メ
ン
キ
ャ
ラ

「さ
の
ま
る
し

「あ
さ
っ

ぴ
―
」
は
、
買
物
公
園
や
仙
台
へ
の
物
産
店

出
張
の
際
の
選
挙
活
動
な
ど
の
頑
張
り
が
よ

か
っ
た
の
か
も
。
「今
年
は
も
っ
と
上
位
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
応
援
し
て
ね
！
」

旭川会に来てね」とい

う会員の声多し。

含「あさつぴ一、東京

含東京旭川会 10周 年の記念植樹「オンコの

本」は、26年で立派な木に育つていました。

昨
年
６
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
、
現
地
集

合

ｏ
解
散
方
式
に
て
高
橋
会
長
、
西
谷
内
事

務
局
長
を
含
め
合
計
И
名
で

「第
２６
回
郷
土

訪
間
の
旅
」
を
実
施
。
３
日
、
道
内
の
屋
外

球
場
で
初
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
設
置
さ
れ
た

ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
で
、
ナ
イ
タ
ー
こ
け
ら
落

と
し
の
日
ハ
ム
戦
を
観
戦
。
応
援
の
甲
斐
あ

り
見
事
勝
利
。

翌
日
、
旭
川
市
ご
手
配
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
て
移
動
。
晴
天
の
下
、
嵐
山
で
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
と
大
雪
窯
の
陶
芸
体
験
。
当
会

の
為
に
特
別
に
開
放
い
た
だ
い
た
サ
ン
タ
プ

レ
ゼ
ン
ト
パ
ー
ク
の

「
ニ
ヨ
フ
ス
展
望
台
」

か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ
眺
望
を
堪
能
。
旭
山
動
物

園
内
の
モ
グ
モ
グ
テ
ラ
ス
で
は
、
岡
田
副
市

長
に
ご
出
席
い
た
だ
き

昼
食
会
。
恒
例
の

「旭

川
啄
木
会
」
の
皆
さ
ん

や
旭
川
市
役
所
関
係
者

と
の
交
流
懇
親
会
と
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
予
定

を
楽
し
み
ま
し
た
。
最

終
日
、
会
員
各
位
の
母

校
が
奏
で
る
軽
快
な

マ
ー
チ
の

「音
楽
大
行

当
会
の
行
事
や
旭
川
市
の
情
報
な
ど
を
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↓
大
雪
山
が
見
え
る
ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
の
ナ
イ

タ
ー
観
戦
は
寒
か
っ
た
。
日
八
ム
・
マ
ス
コ
ッ

ト
の
Ｂ
・
Ｂ
も
来
て
く
れ
て
、
皆
で
記
念
撮
影
。

進
」
は
有
終
の
美
を
飾

る
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。

ま
た
、
会
長
以
下
幹

部
が
地
元
企
業
訪
問
。

総
会
時
の
賞
品
・
お
土

産
提
供
の
協
力
に
つ
い

て
お
礼
を
申
し
上
げ
、

今
後
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

東
京
に
お
け
る
「お
楽
し
み
会
」

会
員
の
親
睦
を
図
る

「お
楽
し
み
会
」
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ひ
と
つ
は
、
江
戸
文
化
か
ら
文
学
ま
で
詳

し
い
ガ
イ
ド
役
・
渡
辺
功

一
さ
ん
に
ご
案
内

い
た
だ
く
年
２
回
の

「散
歩
を
楽
し
む
会
」。

毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
午
後
２
時
か
ら
夕

刻
の
打
ち
上
げ
ま
で
解
説
を
聞
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。
男
女
ど
な
た
で
も
楽

し
め
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
や
は
り
年
２

回
の
ゴ
ル
フ
会
。
徐
々
に
参
加
者
も
増
え
、

５
組
前
後
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
春
は
５
月

８
日

（木
）
を
予
定
。

い
ず
れ
の
会
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

考
に
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

含旭川観光コンベンシ∃ン協会の皆さんに教わ

り、初めての人でもできるパークゴルフは楽し

く、地元の皆さんといい交流になりました。

合昔、松井秀喜さんが巨人時代に通つた神楽坂

「モー吉」で「散歩を楽しむ会」の打ち上げ。
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＊
【予
告
】
本
年
度

（平
成
２６
年
γ
弟
３８
回
の
総
会

・
懇
親
会
は
、

１０
月
２５
日
（土
）
午
後
６
時
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
懇
談
会
は
、
午
後
４
時
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

国
医
□
団

選
手
た
ち
の
活
躍
と
健
闘
で
日
本
中
が
沸
い

た
ソ
チ

・
冬
季
五
輪
。
旭
川
出
身
の
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
選
手
・
竹
内
智
香
さ
ん
が
大
回
転
で
見

事

〃
銀
メ
ダ
ル
″
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

ま
た
、
五
輪
と
い
え
ば
、
昨
年
９
月
８
日
、

Ｊ
Ｏ
Ｃ
前
会
長
と
し
て
、
長
野
冬
季
五
輪
及
び

シ
ド
ユ
ー
五
輪
の
選
手
団
長
を
務
め
ら
れ
た
八

木
祐
四
郎
さ
ん
の
記
念
碑
の
除
幕
式
に
参
列
し

ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
奇
し
く
も

「２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
決
定
し
た
日
で
し
た
。

竹
内
智
香
選
手
の
活
躍
と
合
わ
せ
て
き
っ
と
天

国
で
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

八
木
さ
ん
は
“
年
の
永
き
に
わ
た
り
東
京
旭

川
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
「若
い

人
を
増
や
し
て
、
東
京
旭
川
会
を
も
っ
と
よ
く

し
よ
う
」
と
常
に
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
昨

年
若
い
人
達
を
中
心
に
し
た

「
ハ
ン
ロ
イ
会
」

が
発
足
し
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
く
、
こ
う
し

た

「若
い
力
」
が
加
わ
っ
て
、
東
京
旭
川
会
が

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
報

「な
な
か
ま
ど
」
が
、

よ
り
多
く
の
人
の
交
流
の
懸
け
橋
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
（高
橋
）

＊

　

＊

　

＊

竹
内
智
香
選
手
の
大
活
躍
は
、
「あ
さ
ひ
ば

し
」
１
月
号
の
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
読

ん
で
、
予
感
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
旭
川

市
出
身
の

「若
い
力
」
が
あ
り
ま
し
た
。
郷
土

旭
川
を
応
援
す
る
東
京
旭
川
会
と
し
て
は
こ
ん

な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
東

京
旭
川
会
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
銀
メ
ダ
ル
を

見
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

大
相
撲
の
旭
川
市
出
身
の
若
い
力
士
の
活
躍

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
力
士
は
稽
古
と
応
援
で
力

が
つ
き
ま
す
。
皆
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

旭
山
動
物
園
・
坂
東
園
長
の
講
演
の
中
の

「恩
返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
私
た
ち
が
旭

山
動
物
園
の
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
話
が
で
き

る
素
晴
ら
し
い
材
料
で
す
。
い
い
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（朝
比
奈
）
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■
名
誉
顧
問

■
会
　
長

■
副
会
長

■
副
会
長

・
事
務
局
長

■
副
事
務
局
長

■
会
　
計

■
幹
　
事

原
　
　
公
朗

高
橋
　
照
美

加
藤
　
桂
子

横
田
　
　
茂

西
谷
内
　
力
世

海
老
澤
　
美
智
子

奥
山
　
好
美

並
河
　
典
子

三
井
　
尚
美

山
原
　
正
博

岩
垂
　
由
紀
子

木
島
　
英
人

杉
本
　
一
美

新
田
　
大
輔

山
川
　
　
智

野
作
　
雅
章

伊
塚
　
　
清

大
場
　
孝
仁

河
原
　
惟
臣

小
松
　
仁
志

佐
藤
　
幸
博

澤
田
　
研
二

高
木
　
宏
明

東
出
　
康
宏

松
浦
　
啓
智

宮
川
　
秀
史

山
崎
　
正
之

吉
田
　
義
勝

和
田
　
睦
夫

安
丼
　
規
雄

米
陀
　
徳
光

朝
比
奈
　
康
博

【ご
来
賓
】

◆
旭
川
市
長
…
…
…
・…
…
…
。…
…
…
。…
…
…
。…
…
。…
…
・西
川
　
　
将
人

様

◆
旭
川
市
議
会
副
議
長
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
。…
…
…
。…
宮
本
　
ひ
と
し

様

鳥

硼

直

精

「

が

シ

ヨ
ン
協
〈
バ貪

…

出

下
　

裕
久

様

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
長
…
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
…
。…
。長
谷
川
　
明
彦

様

◆
旭
川
市
経
済
観
光
部
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木
　
恵

一
様

◆
旭
山
動
物
園
園
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
坂
東
　
　
　
一死
様

◆
旭
川
市
議
会
事
務
局
議
事
課
長
…
…
…
…
…
…
。…
…
…
‥
津
村
　
　
利
幸

様

◆
旭
川
商
工
会
議
所
企
画
総
務
課
長
…
…
…
…
…
。…
…
…
‥
鈴
木
　
　
英
男

様

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課
主
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
草
野
　
　
健

一
様

◆
旭
川
市
総
合
政
策
部
秘
書
課
…
…
…
。…
…
。…
…
。…
…
…
前
多
　
　
孝
美

様

◆
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長
…
…
…
。…
…
。…
…
。…
森
　
　
　
隆
信

様

◆
制
副
鰤
翔
『
躙
謝
東
京
支
社

…
…
…
…
…
…
。…
…
…
。…
。横
山
　
　
　
聡

様

◆
い
サ
サ
キ
エ
芸
代
表
取
締
役
社
長
…
…
…
。…
…
。…
…
。…
佐
々
木

雄
二
郎

様

◆
閉
東
京
キ
ョ
ク
イ
チ
代
表
取
締
役
…
…
…
…
…
…
。…
…
‥
綱
元
　
　
　
靖

様

◆
炒
炒
郡
抑
耀
引
働
側
講
都
圏
本
部

…
…
…
…
…
…
。…
…
‥
手
島
　
　
孝
雄

様

【出
席
者
】〓
は
旭
川
観
光
大
使
の
方
で
す
。
（敬
称
略
）

河 川 金 加 加 片 小 奥 岡 大 大 大 大 大 遠 海 浦 植 岩 岩 岩 今 猪 伊 伊 板 石 荒 朝 浅 朝
原 西 子 藤 藤 桐 柳 山 崎 屋 場 野 沼 西 藤 老 木 木 渕 垂 垂 津 瀬 藤 藤 岡 神 川 比 沼 倉

澤             六

惟   文 桂 紀 弘 好 友 道 孝 富 健 幸    宏 清 由 千 寛 英 憲 京 功 絢   雄 隆
臣 勲 登 哉 子 恵 子 美 典 夫 仁 美 哉 男 哲 美 勲 昌 司 紀 恵 史 雄 宏 子 雄 夫 繁 康 太 司

蓬紫雇層稟秀齋栞栞業業薯憑褥醤纂纂纂纂彙弊導募募野織森森葬薔奮

諧享挙羹誘裕渠整肇騎薬壇巽蝙竺書
露
警雪壁悠季謗季浩暑是遍要諮奏

=      
÷

良β

は                 な
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